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修士論文題目 壮年期糖尿病患者の腎機能と塩味知覚の関連

1.糖尿病外来通院中の壮年期糖尿病患者の塩味知覚低下の現状把握

2.糖尿病外来通院中の壮年期糖尿病患者の腎機能と塩味知覚低下の関連を、性・年齢・
血糖管理状況等を考慮して検討すること

【方法】 A大学医学部附属病院糖尿病外来の登録糖尿病患者のうち、 2011年4月から9

月に外来通院した40-64歳628名のうち、除外基準(口腔疾患、主治医の許可が得られ

ない)に該当する117名を除いた511名を本調査の対象とした。塩味知覚検査は食塩含
有櫨紙ソルセイブゆで測定した　eGFRは194XCr-1.154×Age-0.203　女性×0. 746)の推算式

を使用した　eGFR水準(≧90、 80-89、 70-79、 60-69、く60 : ≧90を参照水準)を独立変

準、塩味知覚を従属変数とし、交絡因子(性、年齢、糖尿病型、 HbAlc、神経障害、腎症、
高血圧、インスリン注射、味覚障害薬剤、喫煙、飲酒、義歯の有無)を調整した多重ロ

ジスティック回帰分析により、 eGFR各水準の塩味知覚低下有所見のオッズ比および95%
借癖区間を算出した。

【結果】 511名に調査を依頼し.416名(応昔率81.蛸)の同意が得られた。塩味知覚検査
日に未受静の7名、がん患者39名、 eGFR測定結果のない5名、塩味のない濃度を塩辛い

と答えた1名を除く364名を分析対象としたく男性222名、女性142名)。結果、塩嘩知
覚低下者は133名で分析対象者の36, 5%(男性43. 、 _女性25.4%)であった。男性の塩味

知覚低下の保有が多かった。 eGFR各水準の塩味知覚低下者は、 90≧:群83名中18名

(21. 、 80-89群84名中36(42.8%)、 70-79群71名中29名(40.8%)、 60-69群66名中
29名(43.9%)、 (60群60名中21名(35.　であった　eGFR90≧を参照水準とした各eGFR

の塩味知覚低下者の多変量調整後のオッズ比および95%信頼区間は80-89群
3.0(1.4-6.1)、 70-79群2.4(1.1-5.3)、 60-69群3.0(1.3-6.6)、く60群1.9(0.8-4.3)で

あった。

【考察】本研究において、糖尿病患者の塩味知覚低下の保有は、一般集団よりも多かっ

た。また、男性は塩味知覚低下の保有が多かった。 ≧90群と比較して、 eGFR60-89では、
塩味知覚低下の有所見が約2-3倍高いことが示された。塩味知覚を減塩指導に用いるこ

とは高血圧患者、透析患者で械塩の効果があるとされている。早期の腎機能低下者に対
しても減塩困難であれば塩味知覚低下の有無の把握とともに、それに伴う指導を行う必

要性が示唆された。

【総括】 -大学病院糖尿病外来通院中の40-64歳の糖尿病患者を対象に塩味知覚低下の
有所見およびe肝Rによる腎機能と塩味知覚低下の関連を検討したところ、対象者の

36. 5別こ塩味知覚低下を認めた。また、腎機能と塩味知覚低下との関連では、 eGFRが60

-即の集団では≧90群と比較して塩味知覚低下者の有所見が2-3倍であったが、く60
の群では参照集団との有意な相違は認めなかった。

(備考) 1.研究の目的・方法・結果・考察・総括の順に記載すること(1200字程度)
2. ※印の欄には記入しないこと。


